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※全ての問題について、令和７年４月１日以降の建築基準法の手続き等について、正しいもの

に○、間違っているものに×を記入してください。 

 省エネ適合判定・・・建築物省エネ法に係るエネルギー消費性能適合判定 

 

【問題１】 

２階建ての一戸建住宅新築工事について、仕様規定のみで構造安全性を確認するものな

ので、確認申請書類に仕様表を添付したので、基礎伏図、小屋伏図、各階床伏図、２面以上

の軸組図を添付しなかった。 

 

 

 

 

【問題２】 

令和７年６月３０日に着工の２階建ての一戸建住宅新築工事の確認申請を６月１日に申請し

た。 

 

 

 

 

【問題３】 

令和７年４月１日以降、都市計画区域外での木造２階建て、延べ面積１２０㎡の瓦屋根の瓦

のみ全面葺替えなので確認申請は不要である。 

 

 

 

 

【問題４】 

一戸建て住宅のこども部屋の採光が 1/7 確保できなかったので、代替措置で床面から

30lx の照度の確保できる証明器具を設置した。 

 

 

 

 

【問題５】 

引き違い窓の換気に有効な部分の面積を、有効窓面積に１/２を掛けて計算した。 
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【問題６】 

構造を仕様規定により法適合させたが、計画を変更し壁量が減少したが、仕様規定のみで

法適合ができず、構造計算により法適合を確認する場合、計画変更の手続きが必要である。 

 

 

 

 

【問題７】 

 改正建築基準法の完了検査の手続きについて、特定行政庁の完了検査の前に、建築主か

ら使用を開始したいと要望があったため、完了検査受検前に施工者が使用開始を承諾した。 

 

 

 

 

【問題８】 

改正建築基準法の構造規制について、改正法施行後、旧基準の壁量基準等は一切使用でき

ない。 

 

 

 

 

【問題９】 

令和７年３月３１日に地鎮祭のみをし、４月１日に地盤改良工事の工事の着手をしたので、省

エネ適合判定は申請しなかった。 

 

 

 

 

【問題１０】 

 都市計画区域外で、令和７年３月３１日までに工事着手をした場合、完了検査申請は不要で

ある。 
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